
英語力向上に向けて、MEXCBTを使ってみました！ 香川県ver.

■帯活動としての取組
対 象：中学１年生
期 間：２学期（９～12月）
場 面：授業の導入時
目 的：既習の言語材料（現在進行形）の定着を図る
具 体：授業の帯活動として、MEXCBT問題の

「1_1 聞くこと」、 「1_1 読むこと」、
「1_1 話すこと」 、「1_1 書くこと」

から毎時間１つずつ選択して取り組む

【導入場面で個別に問題に取り組むようす】

香川県での活用はこれだ！

生徒の声・反応 教師の声・反応

○正解になると嬉しいので、２回目は前回よりも
良いスコアが取りたいと思うようになった。

○リード文が英語だったので、最初は戸惑ったが、
回数を重ねるごとにスムーズに読めるようになった。

●speakingやwritingの問題では、正解かどうか
判断が難しい問題があった。

●１問進むごとに解答と解説が表示されるが、１回
目はきちんと読んでいなかったので、２回目も同じ
問題で間違えてしまった。振り返りシートには、

   解説の内容もメモをとるように工夫したい。

○生徒はスコア判定を励みに、意欲的に取り組んだ。
○実施日で一括検索ができ、個人のスコアや平均ス
コアを見ることができたので、指導の参考になった。

●記述式問題では、複数の解答例が示されないも
のがあるため、解説を読んで、自分の英文が正し

   いか判断する力が必要である。判断に困っている
   生徒には、個別に指導した。
●家庭学習でMEXCBTを活用するには、生徒が自
走できるだけの英語力が必要と感じた。今回は、
授業内で配信課題に取り組む活動に留まった。

言語活動と関連付けて効果的に活用したいが、
搭載問題を確認するための時間の確保が難しい。

【県教育委員会】 MEXCBT問題の早見表を作成し、学校へ提示した。
（項目例）領域及びCEFRレベル、英検級レベル、設問数、所要時
間、問題の形式、主な言語材料など 【別添資料①参照】

生徒自身がよりよい学習方法を見出し、端末を
用いて自学自習ができるように工夫したい。

【学校】 振り返りシートを活用し、同じ問題に繰り返し取り組むことで、
生徒が自己の変容を実感できるように工夫した。エラーの内容、スコアの
伸び等についても振り返るよう促した。 【別添資料②参照】

【学校】 全体的に間違いの多かったMEXCBT問題に類似したイラストや
教科書の既習ページのイラストを用いて、Picture Descriptionを取り
入れた。練習する場面を確保して、２回目の実施に臨んだ。

教育委員会・学校で行った工夫が効いた！

活用方法
①１回目は、聞→読→話→書の順で、全員が同じ問題に取り組み、スコアを記録
❷教師は、生徒の振り返りシート及び解答結果を確認
❸教師は、多くの生徒に共通するエラーを全体共有
④２回目は、個の課題に応じた問題を選択して取り組み、スコアを記録
⑤生徒は自身のスコアを比較し、どのような対策（学習）によってスコアが伸びた（停滞している)

     のかを記入
❻教師は変容を見取り、個または全体へフィードバック

○生徒、●教師
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別添資料① MEXCBT問題早見表（一部）

別添資料② 振り返りシート（一例）
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